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図－１ 試験体設置方法 
 

図－２ Ｌ＊ａ＊ｂ＊モデル例 

 

写真－１ ＣＯ－２の表面変化 
 

写真－２ ＣＥ－１の表面変化 
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色差による保水性ブロックのカビ発生の評価 
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１．はじめに 

 環境問題の１つであるヒートアイランド対策として、透水

性・保水性の機能を持たせた環境配慮型の保水性ブロックが、

近年注目を集めている。保水性ブロックは、舗装用ブロックと

して使われるので、歩行者に注意を促すような配色を保つこと

も重要である。しかし、保水性ブロックはカビや藻類による表

面の汚れが懸念される。そこで本研究では汚れの中でも特にカ

ビについて着目し、カビの促進培養試験を行い、色差を用いて

保水性ブロック表面のカビ発生の評価を行った。 

２．実験概要と評価方法 

（１）試験体：コンクリート製のものとセラミック製のものを

使用した（以下コンクリート製のものを CO ブロック、セラミ

ック製のもの CE ブロックと略す）。試験体の設置方法、名称な

どを図－１に示す。 

（２）カビ促進培養試験：カビには一般的に黒カビと呼ばれる

クラドスポリウム属を使用した１）。カビの栄養分として、バレ

イショ・ブドウ糖寒天培地２）から寒天を取り除いた栄養液（以

下 PD 栄養液と略す）を使用した。試験体は初めに黒カビを噴

霧したのち、平均して週に３回、PD 栄養液を噴霧する、とい

う実験方法を８週間行った。試験体を設置した恒温養生槽内の

温度は、カビの培養に最適な 28 度を設定した。 

（３）カビ発生の評価方法：カビの発生の評価方法には色差Δ

E*を用いた。色差は図－２に示すような色空間の L*a*b*の値か

ら求めることができる。L*は色の明度（L*=0 で黒、100 で白）、

a*は赤と緑の間の位置、b*は黄色と青の間の位置を表す。色差

は色空間における２点間の距離となるため、初期状態の L*a*b*

を L0a0b0、測定時の L*a*b*を L1a1b1 とすれば、色差 ΔE*は下の

式(1)を用いて求めることができる。 

 

 

 

 

本実験では、保水性ブロック表面の初期状態と黒カビが発生

した表面を比べたときの色差を求めることで、黒カビ発生によ

って表面がどれだけ変色したのかを評価するものとした。 
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３．実験結果および考察 

３．１ カビ促進培養試験後の試験体表面の様子 

 各ブロックでは CO-2、CE-1 にもっとも多く黒カビが発

生した。それぞれ、５週間、８週間後の状態を写真－１、

写真－２に示す（前ページ参照）。この結果から、CO-2 表

面に発生した黒カビのほうが、CE-1 表面に発生した黒カビ

に比べて、広く分散し、かつ密集しているということが分

かった。 

３．２ 試験体表面のｐＨ 

試験体表面や、PD 栄養液などの pH を測定した。その結

果を表－１に示す。CO-2 は pH８となり、初期状態の CO

ブロックに比べ pHが２～４低下していることが分かった。

これは噴霧した PD 栄養液が pH６の弱酸性だったことに起

因していると考えられる。このことから、pH がおおよそ７

～８に低下した場合に、黒カビが発生しやすいと推測でき

る。 

3.3 カビ発生の評価 

（１）評価基準：CO ブロック、CE ブロックについて１週

間ごとの色差 ΔE*の変化を図－３、図－４に示す。また、

NBS 単位（米国標準局）による色差値の評価３）から色差の

感覚が「大きい」、「目立って感じられる」、「かなり感じら

れる」、となる３つの評価基準を図中に示した。 

（２）ＣＯ－２の評価：図－３では、５週間目から８週間

目にかけて色差の大きな上昇が見られ、「大きい」という評価基準を超えた。この期間では黒カビが大きく増

加しており、黒カビ発生と色差に相関関係が見られた（写真－１参照）。 

（３）ＣＥ－１の評価：図－４から、CE-1 の色差は小さく、「かなり感じられる」という評価基準内に収ま

っているため、色差によって黒カビ発生を明確に評価することはできなかった。CE-1 の色差が大きく変化し

なかった原因としては、黒カビ発生が少なかったことが考えられる（写真－２参照）。 

４．まとめ  

 今回の実験結果から、以下のことが分かった。 

（１）CO ブロックのほうが CE ブロックより黒カビの発生が顕著に見られた。 

（２）色差が「大きい」という評価基準を上回る場合であれば、色差によって黒カビ発生を評価できるが、

下回る場合には色差によって黒カビ発生を評価することは難しい。 
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表－１ ｐＨの測定結果 

 
 

 
図－３ ＣＯブロックの色差 ΔＥ＊ 

 

 
図－４ ＣＥブロックの色差 ΔＥ＊ 
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